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８
月
３
０
日 

（
土
）
一
般
入
試
説
明
会
実
施 

高
校
の
理
科
数
学
等
の
先
進
的
な

授
業
を
進
め
、
教
育
振
興
ま
た
は
科

学
・
技
術
の
次
代
を
担
う
将
来
有
為

な
人
材
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進

行
中
で
す
。
ま
さ
に
国
家
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
開
発
の
真
っ

只
中
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
構
想
で

す
が
、
京
都
か
ら
は
，
国
立
の
京
都

教
育
大
学
附
属
高
校
を
は
じ
め
、
立

命
館
高
校
・
堀
川
高
校
が
認
定
を
受

け
日
々
研
究
中
で
す
。 

本
校
は
６
月
２
１
日
（
土
）
午
後

か
ら
京
都
教
育
大
学
講
義
室
に
お
い

て
附
属
京
都
・
桃
山
両
中
学
校
の
３

年
生
を
対
象
に
、
連
絡
進
学
入
試
の

説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
（
本
校
の
場
合
は
自
然
科
学
コ

ー
ス
）
に
つ
い
て
の
全
体
説
明
の
後

ブ
ー
ス
を
作
り
、
こ
の
１
年
の
活
動

や
展
示
・
質
問
会
を
実
施
し
，
盛
況

を
得
ま
し
た
。
続
い
て
、
８
月
３
０

日
（
土
）
に
は
、
本
校
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
一

般
中
学
校
の
３
年
生
・
保
護
者
対
象

の
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

ま
だ
こ
の
知
ら
せ
を
お
聞
き
に
な

っ
て
な
く
説
明
会
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
８
月
２
６
日
（
火
）
ま
で
に
、

学
校
名
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
ｅ-m

a
il

で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

は
各
中
学
校
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
個
人
で
申
し
込
ま
れ
る
方
は
是

非
中
学
校
の
先
生
に
も
連
絡
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
現
在
の
参
加
状

況
は
午
後
の
部
の
定
員
を
越
え
た
の

で
、
午
前
１
０
時
か
ら
の
部
に
申
し

込
ん
で
頂
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

左
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
上
段
は
、 

普
通
コ
ー
ス
の
理
系
の
場
合
で
下
段
が

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。 

特
徴
は
、
明
ら
か
に
単
位
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
理
科
で
は
興
味
・
関
心

を
大
切
に
す
る
た
め
に
実
験
や
も
の
づ 

く
り
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ

Ｈ
で
は
、
さ
ら
に
、
手
厚
い
指
導
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
数
学
は
、
理
科
の
授
業
と

先
端
技
術
へ
の
実
用
性
の
橋
渡
し
と
し 
て
数
学
の
特
性
で
あ
る
「
論
理
的
思
考
」

を
植
え
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま 

す
。
い
ず
れ
も
進
路
指
導
の
一
つ
と
し
て

の
志
望
大
学
合
格
へ
の
対
応
も
欠
か
せ 

な
い
と
考
え
、
受
験
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
１
年
生
で
は
、
応
用
数
学
Ⅰ
・
科

学
技
術
を
新
設
置
科
目
と
し
て
位
置
づ 

け
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
２
学
年
で

は
、
物
理
・
化
学
・
生
物
の
名
称
を
そ
れ

ぞ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
、
物
質
科
学
、
生

命
科
学
と
い
う 

 

  

 
 
 

名
の
下
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作

り
、
シ
ラ
バ
ス
も
出
来
上
が
っ

て
い
ま
す
。（
１
・
２
期
生
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。）
数
学
は

以
前
と
違
い
、
単
元
間
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
解
析
学
、
代
数
学
、
幾
何
学
、

統
計
学
と
い
う
視
点
か
ら
よ
り
高
度
な

数
学
へ
と
導
き
ま
す
。
我
々
は
、
こ
れ

か
ら
の
科
学
者
は
理
科
・
数
学
の
教
養

や
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め 

に
、
「
（
情
報
力
）
情
報
を
使
い
こ
な
す

こ
と
」
「
（
国
際
性
）
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
」「
（
倫
理
性
）
科
学
の
歴

史
観
や
倫
理
観
の
育
成
」
の
柱
を
考
え

て
い
ま
す
。 

 

大
学
受
験
一
辺
倒
に
走
り
過
ぎ
て
大

学
合
格
が
全
て
の
人
生
と
考
え
、
大
学

入
学
達
成
後
に
虚
脱
感
を
持
っ
た
無
気

力
な
若
者
が
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
大
学
側
・
企
業
側
か
ら
の
警
鐘

を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
受
験
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い

て
も
、
学
問
的
な
素
養
や
独
創
的
な
探

求
心
に
欠
け
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
や
や
革
新
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
、
で
き
る
だ
け
数
学
・
理
科
以

外
に
も
工
夫
を
し
、
組
み
替
え
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

参
照
）
、
加
え
て
情
報
Ｂ
に
よ
っ
て
各
教

科
に
情
報
科
目
を
反
映
さ
せ
る
取
り
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
。
各
科
目
の
様
子

な
ど
は
紙
面
で
書
き
尽
く
せ
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
本
校
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
、

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。 

授 業から 

 
 
 
 

２
年
生
で
、
代
数
幾
何
を
学

び
ま
す
が
、
数
学
Ｂ
の
「
空
間

の
ベ
ク
ト
ル
」
に
お
い
て
は
、

空
間
座
標
と
媒
介
変
数
表
示
し

か
学
び
ま
せ
ん
。
以
前
使
用
し

て
い
た
教
科
書
の
中
か
ら
平
面

の
方
程
式
、
空
間
の
直
線
の
方

程
式
、
球
面
の
方
程
式
を
学
習

し
た
上
で
、
直
線
と
平
面
の
関

係
や
平
面
と
球
面
の
関
係
な
ど

を
取
扱
い
ま
す
。 

将
来
色
々
な
事
物
を
多
面
的
に
捉
え
た
り
す
る 

研
究
に
は
こ
の
「
空
間
把
握
」
は
非
常
に
大
切 

な
要
素
で
す
。
残
念
で
す
が
、
新
教
科
書
で
は 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル
で
さ
え
も
削
除
さ
れ
て
い
ま 

す
。
ま
し
て
や
最
も
植
え
付
け
て
学
習
す
べ
き 

大
切
な
小
学
校
の
時
期
に
も
大
き
な
削
減
が
な 

さ
れ
て
い
て
、
私
達
は
危
機
感
を
持
っ
て
高
校 

生
に
取
り
入
れ
指
導
し
て
い
る
の
で
す
。（
受
験 

に
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
と
い
う
目
先
の
指 

導
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。） 

 

さ
て
、
左
の
図
は
空
間
の
授
業
を
も
と
に 

 

簡
単
な
３
Ｄ
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
と
い
う
授
業
の 

１
シ
ー
ン
で
す
。
日
常
で
使
わ
れ
て
い
る
数
学 

を
見
直
そ
う
と
い
う
試
み
で
す
。 

 

見
る
角
度
を
変
え
る
と
浮
き
上
が
る
３
Ｄ
シ

ー
ト
の
絵
を
数
学
で
ど
う
説
明
が
つ
く
の
か
を

理
解
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
考
え
ま
す
。 

活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
構
成
で
す
。

 
 

取
ろ
う
と
飲
も
う
と
手
が
出
そ
う
！ 
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現
在
、
附
属
高
校
で
は
、
補
習
体
制
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
ま
す
。
各
自
の
進

路
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
あ
る
い

は
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
ま

す
と
、
国
語
・
数
学
・
英
語
・
地
歴
の
０
限
進
学
補
習
、
土

曜
日
午
前
中
補
習
、
地
歴
・
理
科
の
放
課
後
補
習
が
平
常
補

習
と
し
て
実
施
さ
れ
、
夏
期
補
習
（
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
）

冬
期
補
習
（
１
２
月
下
旬
）
春
期
補
習
（
３
月
下
旬
～
４
月

上
旬
）
が
各
教
科
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
確
か
な
学
力

を
授
業
で
つ
け
、
さ
ら
に
進
学
に
対
応
し
た
補
習
を
普
通
コ

ー
ス
に
も
設
置
し
、
進
路
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。 

更なる充実

した進路保

障体制へ 

 

ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、
昨
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
近

畿
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
附
属
高
校
の
生
徒
は
勉
学
の

み
な
ら
ず
、
学
校
で
の
活
動
に
多
く
の
投
資
を
し
ま
す
。
情

熱
を
注
ぎ
、
何
事
に
も
後
悔
し
な
い
よ
う
に
前
向
き
に
取
り

組
む
文
武
両
道
の
校
風
が
存
在
し
ま
す
。
１
つ
の
考
え
に
偏

ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 

そ
う
い
っ
た
生
徒
達
が
逆
に
進
路
で
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
が
あ
る
と
も

言
え
ま
す
。
正
に
、
集
団
活
動
等
で
培
わ
れ
た
精
神
が
、
現

代
社
会
に
出
た
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
発
揮
・
活
躍
さ
れ
て

い
く
・
・
・
。 

 

高
校
生
活
で
ど
ん
欲
に
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
自
分
の

力
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
く
「
附
高
生
」
の
姿
に
は
、
頼
も

し
さ
さ
え
も
感
じ
ま
す
。 

「
勉
学
以
外
に
何
も
し
な
く
て
い
い
」
の
で
は
な
く
、
高

い
志
を
持
っ
た
中
学
生
諸
君
の
入
学
を
期
待
し
た
い
の
で

す
。 将
来
有
為
に
な
る
人
材
も
多
く
、
環
境
は
恵
ま
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。 

多
く
の
地
元
企
業
の
財
界
人
や
大
学
の
研

究
職
と
し
て
御
活
躍
中
の
卒
業
生
の
方
も
！ 

私
達
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

全
国
は
も
ち
ろ
ん
京
都
の
代
表
的
な
企
業
経
営
に

も
多
く
の
卒
業
生
の
方
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
御
活
躍

中
で
す
。
附
属
高
校
に
対
し
て
の
熱
い
眼
差
し
で
応
援

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
（
京
都
大
学
の
教
授
だ
け
で

も
何
と
２
０
名
も
） 



  
 
 

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 

４
月
１
０
日
（
木
）
１
：
２
０
～
５
：
０
０ 

 
 
 
 
 

於 

京
都
教
育
大
学 

 
 
 

本
学
理
学
科
及
び
産
業
技
術
科
の
研
究
室 

訪
問
と
講
演
・
実
習
体
験 

本
学
数
学
科
の
講
演
授
業 

 

プ
ラ
ズ
マ
実
験
か
ら
電
子
顕
微
鏡
観
察
ま
で
科
学
の
面
白
さ

を
本
学
教
授
陣
が
解
説
！ 

科
学
技
術
講
演
会 

 
 
 

５
月
８
日
（
木
） 

１
：
３
０
～
３
：
０
０ 

 
 
 
 
 
 

於 

近
畿
地
方
発
明
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

「
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
地
球
大
気
環
境
の 

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」 

 

京
都
大
学
宙
空
電
波
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授 

工
学
博
士 

深
尾 

昌
一
郎 

先
生 

 

 
 
 
 
 
 
 

臨
海
実
習 

Ａ
団 

７
／
２
８
（
月
）
～
７
／
３
０
（
水
） 

Ｂ
団 

７
／
３
０
（
水
）
～
８
／ 

１
（
金
） 

  
 
 
 

け
い
は
ん
な
Ｄ
Ｅ
サ
イ
エ
ン
ス 

 
 
 
 
 
 

主
催 

京
都
府
企
画
環
境
部
文
化
学
術 

研
究
都
市
推
進
室 

 
 
 
 
 

協
賛 

京
都
工
業
会 

他 

 
 
 

８
月
１
０
日
（
日
）
１
：
０
０
～
４
：
０
０ 

 
 
 
 

地
域
の
子
供
達
が
科
学
実
験
や
工
作
に
積
極
的 

に
参
加
し
科
学
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で 

 
 
 
 

す
。
自
治
体
（
京
都
府
）・
大
学
（
同
志
社
大
）・ 

 
 
 
 

企
業
（
関
西
電
力
・
大
阪
ガ
ス
）・
研
究
所
に
加
え 

これまでの主な行事から 

国
公
立
・
私
立
の
中
学
校
・
高
校
の
数
学
・
理
科
の
先
生
が

主
体
と
な
っ
て
、
教
室
を
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が
大
き
く
附
属
高
校
の
生
徒
の
活
躍 

が
目
立
ち
ま
し
た
。
（
参
加
者
な
ん
と
１
０
０
０
人
） 

  
 

 
 

７
ｔ
ｈ 

琵
琶
湖
ク
ル
ー
レ
ス 

ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
２
０
０
３ 

 
 後

援 

文
部
科
学
省
・
科
学
技
術
振
興
事
業
団 

他 

８
月
２
３
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～ 

 

今
年
、
本
校
の
３
名
が
先
端
技
術
部
門
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
制
御
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
滋
賀

大
学
や
立
命
館
大
学
の
学
生
の
中
に
混
じ
り
な
が
ら
チ
ー
ム

に
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
マ
キ
ノ
町
サ
ニ

ー
ビ
ー
チ
を
出
発
し
て
竹
生
島
の
北
端
を
反
時
計
回
り
に
周

回
し
て
戻
っ
て
く
る
約
２
０
ｋ
ｍ
を
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
例 

カ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
自
立
操
縦
で
競
技
し
ま
す
。
結

果
は
い
か
に
！ 

 

 

関
西
テ
ク
ノ
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
０
３ 

 
 
 
 
 
 

 

共
催 

（
財
）
近
畿
地
方
発
明
セ
ン
タ
ー
・
京
都

大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
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昨
年
第
１
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
大
阪
の
私
学
の
高
校

の
生
徒
が
グ
ラ
ン
プ
リ
（
副
賞
最
新
パ
ソ
コ
ン
）
を
受
賞
を

し
た
。
今
年
は
本
校
も
１
０
月
２
０
日
の
予
選
に
向
け
て
、

夏
休
み
か
ら
「
科
学
技
術
」
の
授
業
を
通
し
て
、
多
数
応
募

挑
戦
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

課外活動として科学の分野でも 

（科学クラブへの歩み） 

９
２
回
を
数
え
る

伝
統
行
事
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
街
「
京
都
」

に
根
ざ
し
た
催
し

で
す
が
、
高
校
生

に
も
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
い
説

明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

 

数楽仮面（某高校先生） 

腕力発電器 

 
 

「
宇
宙
」
へ
の
想
い
を
捨
て
き
れ
ず 

 
 

今
年
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
が
不
慮

の
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
船
室
の
「
め
だ
か
生
育
対

照
実
験
」
を
し
て
い
た
生
徒
達
も
強
い
衝
撃
を
う
け

て 
 

お
り
ま
し
た
が
、
強
い
志
を
持
っ
た
生
徒
が
難
関
を

乗 
 

り
越
え
、
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
ア
ー
リ
ン
ト
ン
校
に

合
格
し
ま
し
た
。 

             

聞 新 
 

日 毎 日 ０ １ 月 ８ 

 
３
年
前
は
京
都
大
学
合
格
を
蹴
っ
て
留
学
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。 
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卒業生も在校生も 

世界に躍進する「ふぞく」 

私は宇宙開発に興味があり、将来は宇宙船の開発に携わりたいと思っています。もと

もと、宇宙に興味がありましたが、中学のときNASAの見学をしたことがその一番

のきっかけです。その時、宇宙開発のスケールの大きさに衝撃を受け、何か宇宙開発

に参加したい！と思いました。 

 宇宙では理工学や医学など幅広い分野で、将来私たちの生活に影響を与える多くの

発見が予想されます。そして宇宙船が安全で経費が安く性能の良いものになればなる

ほど宇宙での研究は進みます。早く宇宙の未知の部分を知りたくて、だんだん、宇宙

開発の中でも、研究を支える宇宙船の開発をしたいと思うようになりました。 

 そしてその第一歩として、来年九月からアメリカの大学で航空宇宙工学を学ぶこと

になりました。そこでは間近で最先端の研究が行われており、設備･環境･内容など、

とてもよい条件で勉強できそうで楽しみです。宇宙開発への貢献の夢に向けて、充実

した大学生活を送れるようベストを尽くそうと思います。  薬師川 聡子 

私は今回、生の数理科学に触れられるということで

『数理の翼』夏季セミナーに応募しました。セミナーで

は７日間ハワイに滞在して、科学の最先端で活躍されて

いる研究者の方々の講義を受け、直接指導もして頂ける

そうです。私は将来、科学者になりたいと思っているの

で、このセミナーを「自分はどの分野に本当に興味があ

るのか」を探る機会にできればと考えています。また、

他の参加者とも仲良くなりたいです。講義以外にもスバ

ル天文台やキラウエア火山の見学などがあり、とても楽

しみです。わからない事がたくさんあると思いますが、

少しでも何かを学び取り貴重な経験にしたいと思って

います。             志達 めぐみ 
 

（けいはんな DE サイエンスの生徒スタッフ感想）： けいはんなに参加してほんとに楽しかったし、いい経験になりました。子供たちに説明しているとすごくくい付きがよくて、何事にも興味しんしんで、「こう

いう風に純粋な気持ちで何事にも関わっていかないと・・・」と改めて感じました。またこういう機会があれば参加していきたいと思います。 藤林えみ 
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「
１
７
歳
。
戦
争
を
学
ぶ
、
命
を
考
え
る
」 

 
 
 
 
 
 
 

貫
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医
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春
先
か
ら
長
期
間
に
渡
っ
て
本
校
で
取
材
撮
影
が
あ
り

ま
し
た
。
実
は
、
５
年
前
に
附
属
京
都
小
学
校
で
の
授
業
が

収
録
さ
れ
、
今
回
は
１
７
歳
に
な
っ
た
現
在
の
彼
ら
に
も
う

一
度
語
り
、
戦
争
に
対
す
る
認
識
を
再
考
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
貫
戸
さ
ん

は
、
附
属
小
・
中
・
高
の
卒
業
生
で
す
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

歌
手
の
あ
の
世
良
公
則
さ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

「
京
都
賞
」
の
一
面
か
ら
！ 

京
都
賞
は
、
人
類
の
科
学
、
文
明
の
発
展
、
ま
た
精
神
的
な

深
化
、
高
揚
の
面
で
著
し
く
貢
献
し
た
人
々
の
功
績
を
讃
え

贈
ら
れ
る
国
際
賞
で
す
。
毎
年
、
先
端
技
術
部
門
、
基
礎
科
学

部
門
、
思
想
・
芸
術
部
門
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
は

「
日
本
を
代
表
す
る
古
典
演
劇
『
文
楽
』
の
人
形
遣
い
の
第
一

人
者
」
の
吉
田
玉
男
師
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
附

属
高
校
に
は
「
文
楽
」
を
研
究
さ
れ
て
い
る
大
変
熱
心
な
国

語
科
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た
教

養
あ
る
若
者
に
な
っ
て
欲
し
い
想
い
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
、
わ
ざ
わ
ざ
国
立
文
楽
劇
場
よ
り
多
く
の
資
料
を

頂
い
た
し
だ
い
で
す
。
感
謝
！
感
謝
！ 

 
 

コ
コ
カ
ラ 

吉
田
玉
男
師
匠
は
文
楽
の
人
形
遣
い
と
し
て
現
役

最
高
峰
に
位
置
す
る
方
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
と
は
、
太

夫
の
語
り
、
三
味
線
の
演
奏
、
三
人
遣
い
の
人
形
、
の

三
位
一
体
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
総
合
舞
台
芸
術
で

す
。
今
か
ら
三
百
年
前
に
初
演
さ
れ
た
『
曽
根
崎
心
中
』

（
近
松
門
左
衛
門
作
）
の
主
人
公
徳
兵
衛
は
、
玉
男
師

匠
の
持
ち
役
の
一
つ
。
昭
和
三
十
年
の
復
活
上
演
以

来
、
な
ん
と
一
千
回
以
上
も
遣
う
と
い
う
、
前
人
未
踏

の
大
記
録
を
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
曽
根
崎
心
中
』

は
パ
リ
を
始
め
と
す
る
海
外
公
演
で
も
演
じ
ら
れ
、
十

数
回
も
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
絶
賛
の
嵐
だ
っ
た
と

か
。
古
典
芸
能
の
魅
力
が
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
田
中
耕
一

さ
ん
は
、
日
本
語
独
自
の
伝
統
的
な
発
想
「
も
っ
た
い
な
い
」

か
ら
大
発
見
が
生
ま
れ
た
、
と
講
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

日
本
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
湯
川
秀
樹
博
士
も
義
太
夫

浄
瑠
璃
を
習
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
伝
統
的
な
文
化
・
芸
術

の
根
底
に
あ
る
も
の
が
、
欧
米
の
学
者
に
は
な
い
発
想
や
発

見
を
生
み
出
す
潜
在
能
力
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

今
一
年
生
が
使
っ
て
い
る
古
典
の
教
科
書
に
、
『
平
家
物

語
』
の
「
宇
治
川
先
陣
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
五
百

年
後
の
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
と
い
う
浄
瑠
璃
で
は
、
「
先

陣
問
答
」
の
段
と
い
う
形
で
受
容
さ
れ
再
構
築
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
三
百
年
後
の
現
在
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
ラ
イ
ヴ
で
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
伝
統
や
美
意
識
、
そ
こ
に

あ
る
無
限
の
知
恵
、
そ
れ
ら
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
の
専
務
理
事
豊
竹
小
松
大
夫
師
匠

か
ら
、
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

「
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
文
楽
人
形
浄
瑠
璃
を
、
ぜ
ひ

学
生
生
活
の
内
必
ず
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。
今
年
に
は
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
す
文
楽
を
、
こ
の
機
会
に
親
し
ん
で

下
さ
る
事
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
楽
分
野
の
文
責
） 

多
田 

英
俊 

「文化」も

教養 

提供：国立文楽劇場 


